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「中期経営計画 2030」の策定について 

 
当社は 2030 年度を⽬標年度とする「中期経営計画 2030」を策定いたしましたので、お知らせいたし

ます。 
 
１．「中期経営計画 2030」策定の背景と⽬的 

当社は 2030 年度までの⻑期経営⽅針を定めた「GROUP VISION 2030」を 2021 年 5 ⽉に定めております。 
2022 年 5 ⽉に策定した「中期経営計画 2025」は、⻑期経営⽅針における前半期の再構築フェーズと

位置づけ、事業構造改⾰を推進したこと等により、計画値以上に⼤きな利益成⻑を遂げることができま
した。（2025 年度営業利益⽬標 1,200 億円､当期純利益⽬標 650 億円を 2 年前倒しで達成。） 

今回の新しい「中期経営計画 2030」は、⻑期経営⽅針後半期の強靭化フェーズと位置づけ、強固で
独⾃性のある事業ポートフォリオを構築することで、効率性や耐久性の向上を進めながら、更なる利益
成⻑を実現してまいります。 
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2．計画の⾻⼦ 
⻑期経営⽅針で定めた「全社⽅針」「事業⽅針」および「経営基盤の強化」を深化させながら、社会的

なニーズの変化・⾼まりからマーケットの拡⼤を⾒込むことができる「３つの重点テーマ」への取り組
みを推進し、強固で独⾃性のある事業ポートフォリオの構築を図ります。 

 
 
【価値創造を⽀えるビジネスエコシステム】 
重点テーマの推進にあたり、当社グループの強みの源泉であるグループ各社の「幅広いお客さま・市場
接点」と「独⾃の事業創出⼒」とが相乗効果を発揮する、特徴的なビジネスエコシステムを深化させて
いきます。 

 
  



【強固で独⾃性のある事業ポートフォリオ】 
重点テーマの推進のもと、事業間の相乗効果発揮により⾼い成⻑性を持ち、また、特性の異なるマー

ケットの捕捉や安定利益の拡⼤により市況変動への耐久性も備えた、強固で独⾃性のある事業ポートフ
ォリオを構築いたします。 

 
3．2030 年度の⽬標指標 

2030 年度に以下の⽬標を達成することをめざします。また、株主還元⽅針についても、以下の通り⾒
直し・拡充しております。 

 
  



【財務⽬標の推移】 

 
※ 「中期経営計画 2030」は、2025 年 5 ⽉ 9 ⽇に全編を当社ホームページに掲載しております。 

 
以上 


